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主琢 実験 采

かっF.きた,流入水のあ久争の麦効による彩客とみる「=め,衆入水'22通ノlt女えて実験t行なったヵヽ こ

[子lli:ふi        fダダリ績看:TI:i;:モli、11:'1,'緊,シ」易,|,1は,デ:
珈向まで`の実験t,レィ́′α′"の十となってぃる実現熊桑イナとの蕨γ条を孝御|〔みるヒノいずれt%汚えの所猪かに
のみ教当すること″ヾ

｀
認められろ。このことに′新,3たが:なだ本実験クソニズにおlする運転/ステムにヤ鵜 1孜

していなぃ向に,約ん 融 場力町着殖しうるユ を示している。すなわち′本:降

システムにおいては,従漸向比やPHや94比がル ん 彰 ″にとつて枠制的で

れウト什|こあるのでン     (I増殖可能でヽあるド′ある期向鉾 を統けると′

メ″暢″翅易への力刺的和十バ生成されるこヒ■示唆している。本運転ウズテムが

ら予想さ“みこと|]′|∫ちス浦t勺ぜのパ競 ズに物の霧1久′ぁれヽ1よ′マンロ笏″″夕́″をか″″
ろ′ヾクテリアの影滅がキrt漆ヽイれ tてイ予ntr、ので■」

/Jぃヽ々 と`ぃうこ̀ てあ`る。翔
バ杵llliれらイ獅aのク115後トヤしたフロッ7か)御多い安たバのび`7tiる躊現る.,うたの
1は(実験,130),■あ蒻カバ豫力由tゎてそれにバクテッァがとソついているグ
態場が薇められ(え絵劇,ι,"),前記のほ説を支綺すると′えられる。なお′″
が`彙なれtなり,'クヾテリアが`と'ついてもラ児粋イツ|`ん1・1」〕コたしない。実験,′3ιてちば'点
"4nt4カ7S・″`ら2あlュにしFことがレ4〃レノ″夜′“の増亀を可権lt t rぃぅにt見え
るド その後の,|'7,'132の安難 スがら,`ちら実験獅旬のみぐ力督彩磐していrt
と/えられる。ば,魚略向4111s.の欠験においては,いダれt源竺妨均に消欠tで
しようのが考薇て場って,さ久F2お応.1l ι rミ場合′t`3′磁久してし思ぅことはな`
が,■。このことし:イヾ粋 才りのもオ麦七十か:ミ/えす)べきで揚うこヒ之示して
しヽろ。ネ女験クリーズ|こ分けるテ均のCOp論宏孝(ご,トータルで'7%′夕ell
ず,θ/濯広であ,「′      ‐
4。まビめ 半運転フステム̀ょ″ &″例じうろこヒ之夷験"に見とし′
その史配鵬 ヒしてバ詢光雇物の石ながおクで

'あ,f二。本運2クステムの無理の最
蓬為十多はさらに老V資の匂睡てちら.吻ジ角∪代1)千米i錫翻 滋″%′Pタフ̀ .
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